標準レース公示
(Standard Notice of Race)

－　大会名　－
－　日程　－
－　開催地　－
－　主催　－
－　公認　－
－　協力　－
－　後援　－
－　協賛　－
1．規則
1.1　「セーリング競技規則2009-2012」に定義された規則（付則Bを含む）、「国際テクノ293クラス規則(International Techno 293 Class Rules)」および「テクノ293国内チャンピオンシップ規定」を適用する。
2．広告 

2.1 各艇は主催団体により提供される広告の表示を要求される場合がある。
3．競技種目 

3.1　テクノ293クラスA17男子
3.2　A17女子
3.3　U17少年
3.4　U17少女
3.5　ＴＮ6.8少年
3.6　ＴＮ6.8少女
3.7　ＴＮ5.5少年少女
3.8　ＴＮ4.5少年少女
3.9　ＴＮ3.5少年少女
4．資格および参加
4.1

4.2

4.3　未成年の場合は次の条件を満たすこと。
(a)親権者の承諾を得ている事
(b)引率者が付き添う事。引率者は親権者からの指名を受けていること。
(c)引率者は、複数の艇の引率を兼ねる事ができる。
5．参加申込
6．参加料
7．日程
8．エキップメント
　 8.1　大会期間中計測を実施する場合がある。
　 8.2　セール番号を、張り付けておかなければならない。
　 8.3　ディヴィジョン識別を表示しておかなければならない。
9．帆走指示書 

受付時に配布される。
10. 開催地
11．コース 

帆走するコースは、帆走指示書に示される。
12. ペナルティー方式
規則B2.1に従い、規則44.2の2回転は、タックまたはジャイブを必要としない1回の360度回転に変更する。
13．得点
13.1　6レースを予定する。
13.2  シリーズの成立には1レースを完了することが必要である。
13.3　完了したレースが4レース以下の場合、すべてのレースをカウントする。5レース以上完了した場合、最も悪い得点を除外する。
13.4  １日に実施される最大のレース数は「テクノ293国内チャンピオンシップ規定5」による。
13.5　得点の集計方法は「テクノ293国内チャンピオンシップ規定9」による。
14．支援艇（サポートボート）
14.1　サポートボートを使用する場合は、サポートボートの登録を大会受付でおこなうこと。
14.2　サポートボートはレスキューボートとみなされ、以下の条件を満たす場合のみ使用を許可する。
(a)参加申し込み時に申請用紙にてレース委員会に仕様を申請し、許可を受けること。申請、許可なき艇の出艇、および定員の半数を超える乗艇は認められない。
(b)常時はサポートボートとして航行範囲の制限を守り、レース委員会からレスキューボートとしての要請があれば、いつでもこれに応じること。この要請があった場合のみ制限範囲内への侵入を認める。
(c)搬入手続きは大会事務局の指示に従うこと。
　 (d)サポートボートはレース委員会が支給する「＿色」旗を掲揚しなければならない。
(e)サポートボートは、対人対物賠償責任保険および搭乗者傷害保険に加入していなければならない。
15．安全
海上では、常に適当な個人用浮揚用具（ライフジャケット）を着用していなければならない。ウェット・スーツおよびドライ・スーツは個人用浮揚用具ではない。個人用浮揚用具の浮力装置が膨張式のものであれば、海上では常に膨張させた状態で使用しなければならない。
16．賞
17．責任
　このレガッタの競技者は自分自身の責任で参加する。規則4[レースすることの決定]参照。
主催団体は、レガッタの前後、期間中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。
18．保険の加入
各参加選手は、自己および第三者への賠償を補償できる有効な第三者賠償責任保険に加入していなければならない。
－　その他の情報　－
(a)大会事務局
(b)宿泊に関して
(c)交通に関して     

(d)「国際テクノ293クラス規則2010(International Techno 293 Class Rules)」邦訳版、および「テクノ293国内チャンピオンシップ規定」はhttp://www.techno293.netを参照してください。
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